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名
門
大
学
の
サ
ー
ク
ル
の
新
歓
コ

ン
パ
で
新
入
生
が
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中

毒
で
死
亡
し
、
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
保
身

の
た
め
に
死
因
を
偽
装
す
る
。
１
年
後
、

メ
ン
バ
ー
に
一
周
忌
法
要
の
案
内
状
が

届
き
…
。

絵
師
を
志
す
も
挫
折
を
味
わ
い
、

吉
原
と
芝
居
小
屋
に
入
り
浸
る
菱
川
吉

兵
衛
。
だ
が
、
つ
ら
い
憂
き
世
を
あ
え

て
楽
し
も
う
と
す
る
遊
女
た
ち
の
心
意

気
に
励
ま
さ
れ
…
。
最
初
の
浮
世
絵
師
・

菱
川
師
宣
の
波
瀾
万
丈
の
生
涯
を
描
く
。

神
戸
の
街
角
に
佇
む
お
店
〈
メ
デ
ィ

コ
・
ペ
ン
ナ
〉
。
そ
こ
で
は
万
年
筆
の

調
整
代
金
の
み
で
「
お
客
の
人
生
を
変

え
て
く
れ
る
」
と
い
う
。
疲
れ
た
背
中

を
押
し
て
く
れ
る
物
語
。

組
織
に
お
け
る
働
き
方
に
は
４
つ

の
動
物
タ
イ
プ
が
あ
る
。
社
命
よ
り
使

命
の
ト
ラ
の
働
き
方
や
、
自
分
に
忠
実

な
ネ
コ
か
ら
ト
ラ
へ
の
進
化
な
ど
を
紹

介
。「
組
織
の
イ
ヌ
」に
違
和
感
が
あ
る

人
へ
。

大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」執
筆
中
に
前

立
腺
が
ん
の
手
術
を
し
て
い
た
脚
本
家
・

三
谷
幸
喜
と
、
お
だ
や
か
で
頼
も
し
い

主
治
医
・
頴
川
晋
に
よ
る
、
マ
ジ
メ
で

明
る
い
、
縦
横
無
尽
の
対
談
集
。

お
取
り
寄
せ
で
き
る
お
や
つ
、
あ
の

人
に
贈
る
お
や
つ
、
絵
本
の
よ
う
な
お

や
つ
…

47都
道
府
県
の
お
菓
子
屋
約

180軒
の
店
舗
情
報
な
ど
を
紹
介
。

ぬ
い
ぐ
る
み
が
大
好
き
な
り
り
か
さ

ん
の
診
療
所
で
は
、
壊
れ
た
ぬ
い
ぐ
る

み
を
、
ま
る
で
生
き
て
い
る
よ
う
な
い

き
い
き
と
し
た
姿
に
直
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
ん
な
り
り
か
さ
ん
に
は
、
ひ
み
つ
が

あ
っ
て
…
。

干
さ
れ
て
い
た
ゆ
う
ち
ゃ
ん
の
赤
い

て
ぶ
く
ろ
の
右
だ
け
が
、
風
に
飛
ば
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
右
の
て
ぶ
く
ろ

は
、
朝
を
告
げ
た
い
メ
ン
ド
リ
に
拾
わ

れ
て
…
て
ぶ
く
ろ
と
メ
ン
ド
リ
が
本

当
の
自
分
を
見
つ
け
る
物
語
。

オ
オ

カ
ミ
が
い
な
く
な
り
、
生
態

系

が
崩
壊
し
た
イ
エ

ロ
ー

ス
ト
ー
ン
国
立

公
園
。

時
が
た
ち
、
政
府
と
専
門
家
が

話
し

合
い
、
オ

オ
カ
ミ
を
イ
エ

ロ
ー

ス

ト
ー
ン
に

放
つ

事
に
し
て
…

オ
オ

カ

ミ
が

復
活
さ
せ
た
再
自

然
化
の
物
語
。

●
糸
で
ん
わ
を
つ
く
ろ
う
！

日
時

：

１
月

15日（
土
）

14時

30分
～

場
所

：

図
書
館
１
階

指
導

：

児
童
館
職
員

参
加
費

：

無
料

お
す
す
め
の
本

行
事
・
お
知
ら
せ
（
図
書
館
）

「
能
面
鬼
」

五
十
嵐

貴
久
／
著

実
業
之
日
本
社

「
吾
妻
お
も
か
げ
」

梶
よ
う
子
／
著
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

「
り
り
か
さ
ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み
診
療
所
」

か
ん
の
ゆ
う
こ
／
作
講
談
社

「「
組
織
の
ネ
コ
」と
い
う
働
き
方
」

仲
山
進
也
／
著
翔
泳
社

「
自
然
を
再
生
さ
せ
た
イ
エ
ロ
ー

ス
ト
ー
ン
の
オ
オ
カ
ミ
た
ち
」

キ
ャ
サ
リ
ン
・
バ
ー
／
文
化
学
同
人

「
メ
デ
ィ
コ
・
ペ
ン
ナ
万
年
筆
よ
ろ
ず
相
談
」

蓮
見
恭
子
／
著
ポ
プ
ラ
社

「
に
っ
ぽ
ん
全
国
お
み
や
げ
お
や
つ
」

甲
斐
み
の
り
／
著
白
泉
社

「
ボ
ク
も
た
ま
に
は
が
ん
に
な
る
」

三
谷
幸
喜
・
頴
川
晋
／
著
幻
冬
舎

「
メ
ン
ド
リ
と
赤
い
て
ぶ
く
ろ
」

安
東
み
き
え
／
作

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

令和３年度子育て等臨時特別給付金(現金一括10万円)を支給しています

問子ども課 �32―5078

令和３年11月19日閣議決定された「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策(子育て特別給付金)」として、子育て世帯を

支援する臨時特別的な給付金の支給を実施しています。

（令和３年度子育て等臨時特別給付金について）

令和３年９月30日（基準日）において、以下に該当する

児童を養育し、かつ所得が児童手当の所得制限限度額内の

人に対し、児童１人につき10万円を支給します。

１．令和３年９月分の児童手当対象となる０歳から中学生

の児童

２．基準日時点で養老町に居住する高校生など(15歳から

18歳)

３．基準日以後、令和４年３月31日までに生まれた新生児

※町外に別居している高校生などを養育している場合はお問い合

わせください。

※給付金の受け取りは拒否することもできます。手続き方法の詳細

は、送付する案内通知および町ホームページなどをご覧ください。

（申請不要で給付金を受け取れる人）

１．令和３年９月分の児童手当を養老町で受給している人

２．１に該当する人であって、かつ基準日時点で養老町に

居住する高校生などの児童の養育者

※上記の対象者には、令和３年12月中に案内通知を送付しています。

（振込日）

申請不要で給付金を受け取れる人については、案内通知

送付ののち、令和３年12月27日(月)に児童手当給付先の

口座に振り込みしています。

※案内通知がお手元に届かず、振り込みがなかった場合はお問い

合わせください。

（申請が必要な人）

対象児童を養育する公務員および高校生など(15歳から

18歳)のみを養育している人は原則申請が必要です。

申請書類の送付・公表および申請の受付は、令和４年１

月中旬以降を予定しています。詳細が決まり次第、町ホー

ムページなどでお知らせします。

※支給金額の変更について

案内通知発送後に、児童１人につき10万円を一括

で支給することとしました。案内通知の金額は10万

円に読み替えていただきますようお願いします。


